
■バリクパパン市の主要水源であるマンガー湖周辺をモデル地区とし、泥炭・森林火災の
発生状況や、現地の消防組織の資機材、消防士の消火技術等に関する実態調査を行う。

インドネシア共和国バリクパパン市における
泥炭・森林火災の消火技術普及モデル事業

シャボン玉石けん、モリタ、モリタホールディングス、北九州市立大学、北九州産業学術推進機構

【アウトプット①】現地に適した泡消化剤の開発を行うとともに、消火用資機材
を提供するなど、消火方法の検討や消防士に対する消火技術の研修を実施する。

【アウトプット②】住民の防火に対する知識・意識の向上を図り、消火・
防火体制の改善や地域コミュニティづくりを目指す。

【活動】
①－１ 現地の泥炭・森林火災に関する実態調査
①－２ 現地の土壌性状および河川、地下水の性

状把握
①－３ 現地の水を用いた泡消火剤による消火実験
①－４ 消火技術の普及の為の日本国内での研修
①－５ ①－１～３で得た結果をもとに現地での

最適な消火方法の検討と消火技術のアド
バイス

【活動】
②―１ 住民参加に関する基本調整と方向

性検討
②－２ 周辺住民を含めた防災研修の実施
②－３ 初期消火に寄与する情報システム

の構築
②－４ バリクパパン市モデル地区以外の

地域でのセミナー等を企画・開催
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＜実施団体＞

北九州市
（アジア低炭素化センター）

【提案自治体、政府・行政機関の調整】

（公財）北九州産業学術推進機構
【代表法人／ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ総括・全体調整】

シャボン玉石けん（株）
【泡消火剤の改良・提供・啓発】

（株）ﾓﾘﾀﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ、（株）ﾓﾘﾀ
【消火資機材の改良・啓発】

北九州市立大学
【実態調査・分析・技術ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ】

北九州市消防局
【消火技術の指導】

ＮＰＯ法人ｶｰﾎﾞﾝｼﾝｸ<(有)とーく>
【住民参加の仕組み、ｺﾐｭﾆﾃｨづくり】

地域開発計画局
（ＢＡＰＰＥＤＡ）
【市内部調整、
都市・防災計画
への反映】

環境局、消防局
【モデル地区選
定、消火技術の
習得、住民参画
の可能性の検討
と防災体制の構
築等】

モデル地区
【住民意識の向
上、組織化等】

バリクパパン市

北九州市産業経済局【ビジネス支援】
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